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新日本製鐵株式會社

高バーリング型熱延ＧＡハイテンの開発・実用化について

　当社は、このたびアンダーボディーや足回り部品に適用可能な高バーリング(*1)型熱延ＧＡ(*2)ハイテン(*3)を開発し、業界で初めて量産体制を整えました。

　アンダーボディーや足回り部品では、衝撃吸収特性や疲労特性に加えて、穴拡げ性に代表される局所変形能、切断特性、アーク溶接性等の材料特性や耐食性が必要となりますが、
この求められる特性を高い強度で両立させた防錆鋼板として、590MPa級ならびに780MPa級熱延ＧＡハイテンを今回開発致しました。

この開発において、当社は、各製造プロセスでの金属組織変化の過程を詳細に解析し、プロセス全体の見直しに取り組み、局所変形能を重視した組織制御と微細析出物(*4)の均一分散制御を組み合わせた製法にて、異なる特性をもった金属組織と析出物を高次元でバランスさせ、需要家での使用性能を満たす鋼板の開発に成功致しました。当社は今後もこのような自動車の軽量化（環境対策）につながる鋼材の開発・供給を通じて、需要家や社会の要請に応えて参ります。
＊1　高バーリング：足回り部品では、打ち抜き端部に引っ張り成形が加わる伸びフランジ
成形が施される場合が多く、その伸びフランジ特性に優れること。バーリング性
は穴拡げ性と同じ意味。
＊2　ＧＡ：合金化溶融亜鉛めっき鋼板（Hot-dip Galvannealed steel sheet）の略称。溶融
亜鉛めっき後に加熱処理（合金化）した鋼板で、塗装耐食性・溶接性などに優れ、
自動車用防錆鋼板として大量に使用されている。
＊3　ハイテン：High Tensile Steel（高強度鋼板）の略称。
＊4　微細析出物　：炭化物などとして結晶粒界もしくは粒内にナノレベルで析出した物質。
鋼の強度に影響し、また組織制御に有効です。
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